
題字／書道會会長　櫻井遥

　こんにちは、中央大学書道會です。桜の花が咲き始め、暖かい日差しが降り注ぐようになりました。新入
生の皆さん、このたびはご入学、誠におめでとうございます。
　今回は書道會の活動内容について紹介したいと思います。

中央大学書道會 Twitter　　@chuo_shodo Instagram      @chuoshodo

　11月には白門祭があります！　白門祭は書道會の一大イベントであり、書
道パフォーマンスを行います。例年は大学構内においての開催ですが、昨年
はコロナ禍ということもあり、工夫を凝らしてオンライン企画で動画を作成し

ました！　個人としては自宅で作成を、団体としては水書きシートでのパフォーマンスを行い、それを一つの動
画作品として配信しました。パフォーマンスではチームごとに内容を決めてよく、とにかく自由です。練習を通
じて先輩との仲も深まり、思い出に残ること間違いなしです！
　動画はYouTube にて公開しております。「＃おうちで青春」で検索して、ぜひご覧ください。
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～白門祭～～白門祭～

　2022年度新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す！　中央大学書道會会長の櫻井遥です。
　私たち書道會では、書展や白門祭でのパフォーマンスを
主に活動しています。私たち書道會は、一人でじっくりと書
道に向き合うことはもちろん、会員の皆と一丸になって一つ

の作品を作り上げます。チームの皆と学年・学部の垣根を
超えて共に取り組むことは、この書道會の大きな魅力の一
つです。
　活動日や時間は指定していないため、各自がそれぞれの
ペースで作品を制作することができます。書道経験のある方
はもちろん、経験のない方にも私たちは寄り添います。少し
でも興味を持ってくださったら、気軽にご連絡ください！

～会長から新入生の皆さんへ～

～例年の活動～～例年の活動～ 　2021年度はコロナの感染が収まらず、できなかったのですが、例年は
新入生歓迎会でのパフォーマンスや、夏休みと冬休みに合宿を行ってい
ます。合宿では書道はもちろん、バーベキューや花火などを通して先輩

や後輩、同期との仲を深めてきました。本年度もコロナの感染状況によりますが、こうした行事が行えるよう模索
していきたいと考えております。
　また、中央大学書道會による展示会も年に数回開催されております。
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　私たちは、食事の質を向上しつつ、都

市から稲城・多摩への継続的な人の流れ

を生むためのアプリの開発という「ミール

マイスター」と名付けたアイデアを応募し

ました。

　まず、八王子駅から800メートル圏内の

飲食店の協力を得て、店長おすすめの一

品を掲載したアプリを作り、ユーザーは月

額800円でその全掲載メニューを食べら

れるという内容をアプリ利用者に届けます。

　次に、サービスの利用を介した主要都

市間の移動を活発にするため、対象地域

を立川、町田、多摩、稲城と順々に拡大し

たうえで、飲食店にはおすすめの「子供健

康食」の無料提供をお願いし、店舗周辺

の自然公園を「家族で遊べる」というテー

マで伝えていきます。

　こうした取り組みで、家族単位での移

動や、親と子供の双方のリフレッシュ体験

を促し、飲食店が子供支援食堂の機能を

もつことで、住宅地型都市としての機能充

実も期待できると考えました。

　多摩・稲城地域の課題として、飲食物

を含めて、たくさんの良いものがあるのに

あまり知られていないということが発案の

背景にあり、継続した告知のための経済

基盤を整える必要性や、集客からリピー

ターの獲得までに貢献する必要性を意

識して、チームで試行錯誤する中で、今回

のアイデアにたどり着きました。

　継続的な人の移動を期待できる点や、

実現可能性を検討するための調査・実証

実験を行えた点などが評価されて、受賞

できたと思っています。

　社会的な課題はその複雑さに加え、そ

れぞれの利害関係者が守るべき利益を

尊重しながら解決を目指さなくてはなら

ず、それぞれにメリットがあって初めて、

「本当に残るモノ」になるという厳しさを知

りました。

　プレゼンに向けた過程では、「誰のため

に何の課題を解決するのか」「アイデアに

影響を受けるのは誰か」「どの利害関係

者にどのようなメリットがあれば利用した

いと思うか」などを突き詰めて考え、創意

工夫していきました。

（学年は受賞当時＝2021年度）

食事の質を向上しながら継続的な人の流れを生む

多摩地域マイクロツーリズムコンテスト「稲城市賞」受賞 
チーム「タカティーツ」 松岡広野さん（法３） 小渕裕次郎さん（法３） 萩原永遠さん（法３）
 武田哲さん（商３） 宇都宮ゆうさん（商３） 佐々木愛夏さん（文３）

◇多摩地域マイクロツーリズムコンテスト（タマリズム）
　マイクロツーリズムは、自宅から１、２時間圏内への日帰り観光、宿泊観光による、地域の魅力再発見や地域経済への貢献に主眼を置いた旅行形態のこと。コ

ンテストでは、大学生らが構成するチームを対象に、長期化するコロナ禍による観光・宿泊業、地域経済への影響を踏まえて、多摩市と稲城市にかかわる「郊外

住宅地型」の観光まちづくりをテーマとした柔軟なアイデアを募集した。アイデアをもとに、自治体、観光協会、事業者と連携しながら、次年度以降の事業の実

用化を目指す。主催は、多摩市と稲城市、多摩大学総合研究所、京王観光で構成する多摩地域マイクロツーリズムプロジェクト実行委員会。

　2021年5月にスタートしたコンテストでは、行政や観光業界とのマッチングや実現可能性などの「継続性」や、「課題解決力」「創意工夫」「ウィズコロナ」

「SDGs」などの基準で審査が行われ、2022年2月の報告会（公開プレゼンテーション）で5チームが表彰された。

◇◇◇

 中央大学からは、法学部の樋笠尭士兼任講師のゼミ生を中心としたチーム「元樋笠ゼミ」が多摩大学総合研究所賞、チーム「タカティーツ」が稲城市賞を受賞

しました。早春号の「元樋笠ゼミ」に続いて、タカティーツのアイデアを紹介します。

アプリ開発 「ミールマイスター」を提案
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